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にもっしゃ

国債その他運輸大臣の指定する有価証券の取得か銀行預金また

は，郵便貯金にあてるほか，業務上の余裕金を運用してはなら

ないことにな っ ている。 (5) 財産処分の制限 公団の財産は，

政府からの出資および国鉄からの出資によ っ て構成されるもの

であるので，国鉄に対し貸付けまたは譲渡を行なう場合のほか

は，運輸省令で定めるところによって運輸大臣の認可を受けな

ければな らない。

6 ~在 督

公団は，運輸大臣が監督する。前述した各部門に関する認可，

承認および指示を行なうほか，特に必要があると認めるときは，

公団に対してその業務にl刻し監督上必要な命令をすることがで

きる。また，監督の必要上，公団の実態をはあくするための報

告をさせ，または立入り検査をすることができる 。

7 政府および日本国有鉄道との関係

川政府との関係 7 政府は公団に対し出資する。 イ

総裁および監事は運輸大臣が任命し，副総裁および理事は運輸

大臣の認可を受けて総裁が任命する。 ウ 公団は下記の事項

に関しては運輸大臣の認可を受けなければならない。また下記

事項のうち付)を除いて，運輸大臣は認可をする際に，あらか

じめ大蔵大臣に協議することになっている。 (力 業務方法書

の作成または変更 (イ) 工事実施計画の作成または変更 (扮

鉄道施設の貸付料，譲渡価額の決定または貸付料の変更 (エ)

高架下施設の建設および管理 (オ) 鉄道に関する工事，調査，

試験，研究等の受託 肋) 毎事業年度における事業計画，予算

および資金計画の作成または変更 (キ) 長期借入金もしくは短

期借入金の借入れ，または鉄道建設債券の発行 (ク) 短期借入

金の借換え (宇) 債券発行事務の委託 (コ) 長期借入金および

鉄道建設債券の償還計画の作成 (サ) 重要財産の譲渡，交換ま

たは担保提供。 エ 公団は下記の事項に関しては，運輸大臣

の承認を受けなければならない。なお，下記事項のうち， (扮お

よび (オ) については，運輸大臣は承認する際に，あらかじめ大蔵

大臣に協議することとされている。(乃 高架下管理規程の制

定または変更 (イ) 予算総則で指定された経授の金額について

の流用，予備費の使用または予算の繰越し (扮 毎事業年度に

おける財産目録 貸借対照表および損益計算書の作成(ヱ) 会

計規定の基本事項の制定または変更 (オ) 給与および退職手当

の支給の基準の制定または変更。

(2) 日本国有鉄道との関係。 7 日本国有鉄道は公団に対

し出資する。 イ 公団は建設した鉄道施設を日本固有鉄道に

有償で貸し付け，または譲渡する。なお，運輸大臣が後進地峨

その他特定の地域の開発等のため無償とする特別の必要がある

と認めて指定した鉄道施設は，無償で貸し付けることができる。

ウ 公団は下記の事項に関しては，あらかじめ日本固有鉄道に

協議しなければならない。(力工事実施計画の作成または変

更。 げ) 事業計画の作成または変更。

8 基本計画

運輸大臣は，公団が行なう鉄道新線建設事業について，あら

かじめ鉄道建設審議会にはかり，大蔵大臣と協議のうえ基本計

画を定め，公団に指示することになっている。公団は鉄道新線

表ー3 貸付線

線 名|区 間 | 貸付年月日|県別!延長
I _ km 

生橋線 | 雫石~赤測 I 39 ・ 9 ・ 10 1 岩 手 6
線岸線 i 桜木町~磯子 1 39 ・ 5 ・ 19 1 神奈川 8

辺宮内線 ! 娠内一日高 1 39 ・ 11 ・ 5 1 北海道 I 25 

美幸線 l 美深~仁字布 1 39 ・ 10 ・ 5 1 " 21 

白糠線|白様~上茶路 I 39・ 10 ・ 7 1"  25 

建設業務を行なうときは，この).1;本 Hiiliiに基づいて，あらかじ

め日本国有鉄道と協議のうえ， 工事実施計画を作成して運輸大

臣の認可を受けることになっている。昭和 40・ 6 ・ 1 5 付で運輸大

臣が指示した総本計画は，表 2 のとおりである。また，昭和39

年度末現在の貸付線は，表一3 のとおりである。(隣友三)

にもっしゃ 荷物車 (英) baggage car 広義では客車の

うちで，手荷物 ・ 小荷物および託送郵便物を輸送するための符

業用の車両。

また場合によ っては郵便車を合めること もある。

客車の分類に従って，荷物事を分けると，次のとおりになる国

l 荷物車(ニ)

|旅客荷物合造事 (ハエ)
( 1) 客 車{

l 郵便荷物合造車(ユニ)

l 旅客郵便荷物合造車 (ハユニ)

f 荷物事(キニ)
(2) 気動車 l'. 

l 合造車(キユニ， キハユ ニ等)

I 荷物車(モニ， クモニ等)
(3) 電車!

l 合造車(モユエ， モハユ ニ等)

狭義には，客車のうちの荷物車(エ )のみをいい，他の荷物車

は，荷電(モ ェ)・荷気(キニ )等の呼び方をする。

荷物車は従来ほとんど旅客列車に連結されていたが，現在の

主要線I天では，ほとんど荷物列車に連結されるようになり，主

として一般荷物の集約，継送，急送品・新聞学の輸送にあてられ

ている。大都市開等荷物が多量にまとまる場合は， 車掌が乗務

しない締切荷物車 (この場合は主と して締切荷物貨車を使 う。)

により輸送する。

特別急行旅客列車用固定編成客車の荷物車は，この編成の冷

暖房等の電源を 1 箇所に集めた電源室があるので，これを一般

には電源荷物事としづ。(橋本外喜久)

にもつセンター 荷物センター 経済が高度に成長し，

大量生産，大量消費の時代とな っ てくると，運送部門でもより

いっそうの高速化とマスプロ的な輸送方式への転換が要請され

てくる。国鉄の小量物品運送も近代化，合理化の方策として，

輸送のスピードアップとマスプロ化をはかっている。きて小量

物品運送の"'?:Aプロ化は必然的に拠点対拠点の基幹輸送と，拠

点対後背地の集約継送輸送とに分離せざるをえない。この処点

としての荷物センターは，後背地からの荷物を集約して着地別

に翰送車を仕立て，高速列車を編成運転させ，また到着列車か

ら取り卸した荷物を後背地に中継継送するとし、う，大量輸送の

中格的機能を果たすことになる。こうして荷物センターでは

(1) 集約した荷物をもとに，合理的な仕立計画を立てること

ができる。 (2) 仕立車を高速の列車により輸送する結果，大

量輸送主速達をはかりうる。 (3) 車両の大型化，積載効率の

向上が期待できる。 (4) 締切輸送の強化とスピードアップに

より，輸送コストを軽減しうる。 (5) 中継作業としては，効

果的な要員配鐙と作業管理および荷役の機核化をはかることが

できる。 (6) 大量の輸送需要を開発し，また確保することが

できる。等の効果を期待することができる。

昭和 38 ・ 10 に開業した東小倉荷物センターは，九州一円を後

背地とし，国鉄巌初の整備された荷物センターである。同セン

ターは九州対本土間の手小荷物，小口扱いおよび小口混戦貨物

の発着中継作業を行ない，荷物専用列車・急行貨物列車等によ

り輪送を行なっている。設備的にはフォ ー タリフトやターレッ

トの使用に便なるようフォームが設計され，またトウコンベア

を始めとする荷役機械が設備され，中継作業の近代化をはかつ

ている。センター開業により，九州対本土の旅客と荷物翰送の
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